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産業建設常任委員会 所管事務調査 報告書 

                                              

１ 開催日時 

令和７年１０月３０日（木曜日） 午前１０時～午前１１時３０分 

                                            

２ 開催場所 

愛知県東海市役所 

                                            

３ 出席委員（６名） 

委 員 長  塩 田 智 明       副委員長  渡 邊 清 美 

委  員  菅 原 福 治       委  員  金 子   透 

委  員  長谷川 る 美       委  員  渡 邊 俊 一 

                                            

４ 欠席委員（なし） 

                                            

５ 説明のため出席した者（５名） 

    東海市都市建設部     部  長  若 狭 明 朗 

    東海市都市建設部土木課  課  長  八 城   淳 

    東海市都市建設部土木課  統括主任  岩 崎 久 人 

    東海市議会        議  長  北 川 明 夫 

    東海市議会事務局     局  長  濱 田 眞理子 

                                             

６ 事務局職員出席者（１名） 

    富谷市議会事務局     次  長  相 澤 正 人 

                                            

７ 調査項目 

    無電柱化推進事業について 

                                            

 



2 

 

８ 調査報告 

 

地域に合った取り組みが必要 

 

東海市では、中部電力株式会社と共同研究協定を結び、無電柱化低コスト手法の技術的検

証に関する委員会が設定されました。 

江戸時代の町割りが残り狭隘道路であり、従来の電線共同溝方式では整備が困難なため新

型の電気共同溝方式(小型ボックス方式)が整備手法に選定されています。 

この事業は「無電柱化」単体としての考えではなく、舗装、照明、植栽等細部にこだわり

のトータルでの街造り、歴史と文化を感じることのできる計画になっています。 

本市でも成田土地区画組合が電気通信事業に係る電線の地中化を行っております。 

本格導入には、膨大な予算が必要であり、導入地域の選定、工事手法が重要になっていく

と思われます。
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令和７年１０月３０日 

 

副委員長  塩 田 智 明 

  


